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臨床検奄の口動化から収り残されている媒検束のJ肘尺と関越ノ∴り二ついて解析し,

その特異惟に合致するよう678形尿日動分析装吊を開発Lた〔,この678形尿Ⅰ]動分析

装置は,検体尿の入った採尿コップを置くだけで,糖,たんばく門,ウロビリノ【

ゲン,どリルビン,ケトン†丸 潜血及びpHの7fF=]を70秒l糊で洲ラ上川ナト㌻る｡しか

も､本装置は,検体杖を反応ノ存器内で式部と反1右させる溶液比色ノJ▲式を才采和し,更

に,2彼氏法で測定するという相性の高いノブ法をとっているため,尿右Lti二分析にも

適用でき,繁雄な検‾在業務の中綿k,朋のr叶卜に対し有効に利川することができるも

のであるしつ

口 緒 言

二二10年剛jにおける臨J木検熊川各柁検束装iF呈のⅠ′1勧化には

目召二ましし､ものがあり,これによって,告ノJ化,ノ険凍結果の

il捕引空化など,臨床検溌は多火のノ且心に子丁子Lてきた｡しかし,

二のl-′1動化の‾iミカは,ほとんどモー二化′てアニ横瀬に限られていたと

J‡ってよい｡そして当然のことながら,二れ以外の検_爬項臼,

二とに妹検瀬に対Lても｢一仁†劫装荷l凋発の要与三が強くなってき

ており,ニれらの情勢を察知Lた1如車機器メーカーみ什は,

上ミ先に数椎類の分析装置をヲ邑表しているl)･2)

今回開発製.枯化した678彬媒l-′1動分析装iF‾■三(以■卜､678形と

略す)は,山王検魔の-呪兆に合致し,そ叫子一口題∴1くを政一戸手するよ

うにF氾慮され設巨汁,‾彗･望作されたものである｡本稿は､その設

.汁の‾考え方及び概一安について湖叩jする｡

臣l 尿検査自動イヒの背景

2.1 尿検査の現状と問題点

尿検在は,袖.丁今時にはほとんどの忠‾ポー尿について行なわれ,

また,入院中にも疾病の経過を知る正味でたびたび練り.;喧し

て行なわれる｡その他,尿横瀬が紫和される月旦‥ⅠとLては,

検体の採取が忠一芹に貝印をかけず苓易であること,身体の変

化を鋭敏に反映するために,疾柄の糾例の北態でも発見する

ことができることなどが挙げられる｡

さて,尿検並の-‾r順について見てみると,施一言貨に.-より韓な

る場でナもあるが､大体次のようである｡

(1)床検体が採尿コップに入った二状態で提J_1_†される｡

(2)一一般rけ性状検杏の指ホニ境目を検杏する｡

(3)化学n勺検査の指示項臼を検査†口試験紙により検存する｡

ここで走去昆検査の指示があれば,検体を試倹管に採り,試事態

と†丈応させて比色測定を行なう｡

(4)指示があった場介,あるいはたんばく質及びi坪山の検木

結果が陽性であった場合,遠心分離を行ない沈子寛を得て昆酎改

指印Jに検束をする｡

このように捉検束は､その検イ本数,検査項目が多いにもか

かわらず,すべて子株作によってし､るのが･弧状である｡この

ため,検体数の多い中･大柄院では尿検奄に柿々の間踵がtL

じている｡それらは,

(1)検体が午前中に集中し､椒端に多忙となること｡

(2).検体の作円上,若-い‾女怖がほとんどを【_liめる検ノ在技師か
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ら,その収扱いが敬遠きれること｡､

(3)化学l■11J検水が一亡‾紺色作業の練りj卑しで,中朝見,敬う立きれる

こ と.ノ)

(4)昌∫し験紙の説1｢丈りに偶人言きがチトずることく⊃

(5)定一追分析の指ホがあれば,別に比色測定が必要となる

11一

(6)検在弓iの仁†動化から収り残されていること｡

などである｡

尿IT-い的シナ析装帯の開ヲ邑は,このような問題点を解け上すると

ともに,検燕技師を中純な.式験航法による恕件分析や,めん

どうな三三韻分析からf昨放し,高度な技術を安する沈子真の顕微

〕端的検束その他に従-_-]一土できるようにすること,また,省プJ化,

帆ランニング コストによl)綿費の什も減が果たきれることをね

J〕い.と Lなければならない｡

2.2 尿検査の特異性と自動化

きて,右R検f‾イ､のノこ､iミを-†iめる外来思井の検体は,血テ促など

と牲なり,公一〃･かご〕lF‾j二接拙=される(､そして,J東棟杏を｢二1勧

化するにご1たっては,托帥によって検体の取り‡及いが敬遠さ

れることかノブ,【′1番わ分析装置は操作前イこ安であることがいち

ばん望ましいことは盲言う までもない｡

しかL,患耕･には老=れ幣‾女様々な患‾粁があり,一三■付係がい

ちいち指ホを与えねばひんばんに問題が生ずるのが実†古であ

り,一Jムーポーとトニ†主軸分析装置の榊にはだれかが介存Lないとトラ

ブ′レが多党することとなる｡例えば,検体の設市‾イて上之.検_燕

結一米の1帖塁い,検体-F迂不足によるilり定誤プラ,検端な謹呈物i比人

による吉呉美,異物盲比人による装置の小紋などが考▲えられる｡

したが一ニノて,恩1午から‡追√1一与されたJ衣検イ木は必ずチェックする

必要があり,操作一群不小三のJ承l′丁重如ナ析装耶は瑚ノ伏では採用不

叶能に近し､とう‾言えよう〔二

田 仕様と構成

3.1 仕 様

678什ラの分析法は,次の上勤11から起ち川り1立の可能な溶液比

色測左方式とした｡すなわち,外来患軒の検体と,人院患石▲

の検体の1Lhi省一の検瀬に仙別できるには,たんばく朋,糖の渕

1Lが1上｢■川り;とである必要がある｡Lかも､自動化に愕きしては,

化さ除∴■二く数のil■7iい1立言ti二川1亡か=r能でぁるニヒがfr利であるくつ
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軽 視 ･ 敬 遠 簡 易 操 作

検 体 の 急 増 7 項 目 ス タ ッ ト

試験紙の判定が微妙 高 処 理 古巨 力

定 量 測 定 が 繁 雑 溶 液 比 色 定 量

低 保 検 点 数 採 算 性

図l尿検査の問題点と自動化 尿自動分析装置の開発に際しては,

左列に示す問題点に対応Lて,右列に示す能力を具備するよう考慮Lた｡

さて,中･人病院における尿検査の横瀬項臼別検査率を調

べてみると,柄院によって多少の差はあるが,検鹿率の人き

いのは,沈溝の顕微鏡的検束を‡冷くと,糖,たんばく乍貨,ウ

ロビリノ‾ゲン,どリルビン,ケトン休､滞_虹 pH放び比弔

であり,これ以外の項目は1%以■卜である｡ところで,比市

の測定はいずれの方法をとるにLても,これ以外の項目が比

色測定とすることができるのに比べ,測定法が全く異なるた

め,同一･偶成では測定Lにくし､｡678形では,まず,比車以外

の7項目を同時分析項目とL,比弔はオプションとして枇付

け可能とLておくこととLた｡

その他の仕様は次のように決定した(図1参I将)

(1)常時測定可能状態で待機.即時仁仁答の粍能をもつこと

(安定な機能をもたせる′)_.

外来患部の検体は時r7‖抑二不規則に到来L,かつl年ちに結

果を必要とする病院が多い‥

令達器

(2)検体処理能力を120検体毎時とする｡

中･大病院では1日の尿検体数が100～400程度であるので,

この程性の処王里能力が適当である｡

(3)分析反応時間を1分以内とする｡

(4)必要検体宗を10mJとする｡

小児科などの検体は少量の場合が多いが,沈湾を得るには

10mJ程度必要であり,いずれにしても十分な尿検査には10mJ

は必要である｡なお,分析に消費する検体芸二は1mJ以下である｡

(5)2波長測定とする｡

尿検体の濁I)や,共有物質の影響をできるだけ少なくする

のに有効である｡

(6)糖の測定は糾速J空i去による｡

アスコルビン酸など還元惟∠物質による妨ヲ子が考えられるの

で,ブリインキュベーション時間を20秒とり､糾速度測定法

(-一丈応油性測定法-)とし,妨吉を少Lでレトさくする｡

(7)推作の簡易化をL栄一る｡

指拭コップをセットするだけで析むようにする｡)

(8)イi一掬i性のドり上を図る｡

各部のイ了‾潮佳子測を行なうとともに,機構,構造を簡易化

L,部】抗′年数を減らすことによって信松任を向上させる｡

以トグ)ほか,設計にド祭しては,オートサンプラ,比頁計,

システム インタフエースが附属できるよう配促した｡

3.2 構 成

678井手は,サンプリング機構,反メ心ライン及び分注器の機構

部と,測光部(光ほ計､ランプ電源),機構制御部及びデータ

処理部rプリンタを含む)の電気部から構成される｡図2に構

成J卯別封を示す｡以下,
一つの検体の動きを追うことにより

動作悦押を説明する｡なお装置は,試薬の設置,標準液によ

る校正などが柄んで待機状態で静止しているものとする｡

(1)検休の人った採媒コップをサンプル台に置くと,サンプ

リング機構が作動し,7本グ〕ノズ′レにより7項目分の微昌の

検体を1加古に暇いl二げて,試薬と混合Lながら反んトライン_上二
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首
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図2 6了8形尿自動分析装置の構成原理図
一つの検体は7本のノズルに吸い上げられ,試薬と混合L

ながら反応ライン上の7偶の反応容器に吐き出された後,ラインの移動中に測定される｡
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回3 678形尿自動分析装置 操作者は,単に採尿コップを置くだけで

よい｡装置は70秒後には7項目の測定結果を印字,出力するr.

の7仰lの反上し不貸さ主に口1二=する(つ

(2)†丈応茶器がJ丈んビライン上を不多刺するl川にJ丈Jふが准tみ,_如

に必要な試薬が†丈応答詩話に分ま一一三されるr〕

(3)J丈応茶器が測光耶のラヒ束を旭j針う‾るときに,発色池グ=粒

光性がi【をり広される.,ただL,糖グ)州;上のときだけJ丈I芯ライン

が付_lf二して反応.確性の捌㍍が行なわれる.二,

(4)州立した暇光性(又は,klJb.いと性1に濃J聖係数が#トけられ,

渡度肺としてプリンタによりnり:される｡

なお,測定後の才女方し茶器は転倒Lて排液され,水泊水で洗

浄され,j耳び他用できる状態となってふと糾♂)サンプリング什

‾;i√-:にもどノーノてくる｡

各部分の批て削ま､操作作,仏土全作をぢ▲促して,次のように

Lた(図3に外観をホす).

(1)袋帯全休を卓上形に圭とめ,り三験fT卜に‾ii√■二くことにより

【liイJ‾ノ存柿を′トさく
L,かつ給排水を布端にする｢

(2)サンプリング機梢は前巾伸一-たに軋;;一■】二†J,拙作を布端にする｡〕

(3)J如むラインは中心部に触‾F;ナ工L,必紫なJ)ば,J∠んし胡杵を

H視確認できるようにするハ

(4)試薬たなは反応ラインの碓_トノブにii√t:き､拭作‾荷がこ式薬残

7f量を容易に臼視できるようにするしつ

(5)分柱器は試薬たなの内緒にii-■亡き,試灘l牧人竹と.ごJ･し燕びん

との対ん♭を分かりやすくする(､

(6)装置の校正に必J安なスイツ子,拉びつまふなどは才｢前側

に配置し,推作をしやすくするとともに,校+Lが終われば不

要となるのでふたができるよ うにする｡

(7)プリンタは本体の右側にiir一三.き,怜‾付紙粧を収りやすくする(1

【】 機構部の構成

機構部は,杖応ライン,サンプリング機椛/之び分汁器より

成っている｡

4.1 反応ライン

I丈た‾しラインは,シングルライン マルチナヤンネ′し‾方J〔の抹

用のほか,水そうの温度制御,カ§佃水洗ブ争枝びJ丈応谷抒:手の熱

風乾燥を省略することにより椛j立を阿卜妨化した〔,

区14に外観をホすが､kI芯ラインは63仰のkI芯茶器を装架

した1本のエンドレス チェ】ンから成っている｡このJ丈応茶

器は､701形システム光度計に用いて実績のある市販のr試験符

を,高さだけを38mmに切断したもので､図2で分かるように､

7偶の並んだ反応容器が一つの検体の7項目を測定するのに

仙われるわけである｡

図4 反応ライン 反応ラインは,硬質ガラス製の63個の反応容器を装

架したl本のエンドレス チェーンから成っている｡二の写真では一部を分解L

て構造が見えるようにLてある｡

4.2 サンプリング機構

サンプリンブ機構は,前‾南中火の1偶の採尿コップから,

1列紺塚の7仰lの伎応茶器へ同時に検体を運ぶ方式とLた｡

なJj,将来,オートサンプラをJ‾口い,検体答岩詩が遠心管(ス

ピ･ソ､ソ竹トとなった場でナでも7本のノズルがそう人吋能な形と

LたL_､

ノズルの赤川三は,サンプルlリ如主任帯→吐出L付帯→ノズル

グ)洗浄イ立F胃→サンプ′レ咄j_△位■;胃への水‾乍運動,仲止及び峨j_生

位‾iiI■壬と沈?争付:吊での外陣,停止の組み†ナわせである｡

水-ヤ柁動の機柿としては､図5にホすように,サンプリン

プ アーームが山二川=二旋一口卜す▲る主J捕手サンプリング機イ満を採用L

た｢､この機イ満は,1仰の容器から多数容器に同時に分配する

間遠に過Lており,回転連動で構成されることから支持構造

の純素化を図ることができた｡

4.3 分 注 器

ウナH三詩誌は,ピ/ヾ･ソタとデイ スペンサの総称で,マイクロン

リンジャンリンジ伎び｢収づl,吐出しを切り抱える7充げ各切換弁,

7更にこれ1丁〕を動作させる駆動部によって偶成される(〕

シリンシ∴ マイクロシリンジとLては,実績のある716形H

卓七分析巻き;;′こと同一一帖造のものを･採J口したが,駆動方式及びセリ

絶命とLては,従火の装吊とj蔓ってモータとクランク スラ

イダによる多数シリンク､∴桔駆動方式,及び王′ほ巨弁を用いたr.

二れは,678彬では,分析項目が一定Lており,かつ項目選

+八機能を必零としなし､二と,したがって,稚糾する試さ築を限

1上できることから巧▲えられた(〕

匹】 電気部の構成

′.一己乞く部は,測光肌 データ処理部及び機柿制御部から成っ

てし､る｡図6にそのブロック図を示す｡

以1､＼測光肌 デ【タ処理部について述べ,機構制御部に

ついては特記することがないので省略する｡

5.1 測 光部

訂叶光部の中心となる光度計には,701形システム光度計の光

度i汁部を朋し､た｡本光度計は,分散素子として凹面回折格了一

を用い,スペクトルの結イ象位置に柁数個の検知器を配列した

多i妓に光佗計である｡678形では二7√▼つの検知器,すなわちム

つの沌1一主の†‾こ言号を他用する｡図7に678形のシングルライン

マルチナャンネ/い亘才妾i利光方式のJ東軍巨岡を示す｡

】司｢司では,ちょうど糖の反応容器が光J空計の北東通過位帯

に到う圭Lてk六‾じラインが停止している｡停l卜時間は10秒間で,
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反応容器列
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l

1

I
l

l

1
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図6 電気部ブロック図

共通とし,時分割使用する｡

斗

′}′/り

M
W
粁

○一･･反応ライン

ーーノズル洗浄そう

ー一環尿コップ 図5 扇形サンプリング機構

サンプリング アームは,回車云するとと

もに扇'状に聞き,一つの検体を7個の

容器に分配するn

5 波 長

2波長選択回路

テ

2波長
■■■■■一■■

-■-

一 夕 処 ‡里 部

対数増幅回路･･････→-ピークホールド回路---■lゼロ

(二く2) (×8)

■

絡

-

回

■

整刀

-

調は

濃度倦変換回路--◆出力項目切換回路-･･･ニ∴レジメ㌔芸-･･プリ
ン タ

(×7)

｢‾‾

同 期 回 路

破線内がデータ処理部で,

l

l 機 構 制 御 部

=====L

______+

ピーク ホールド回冒各など複数個必要な回路以外は

二の閃に9秒間J丈応油性を洲左する｢､10秒がj担ぎるとfえ応ラ

インは連続F仰二移動し,次に紙くたんばく閂以‾卜の項目のJ丈

九じ容器が通過するときにそれぞれの発色液の吸光腔i【ilj左を行

なう｡二の連続移動時けりは20秒であり,先の10秒とのfナ計30

秒を1周期として以上の動作を練りi返すく_.なお､サンプリン

グ機構,分注器は,停止時｢糾いに検休,.式薬を叶出するよう

に動作し,検体吸込から純一果印チトまでほ70秒である｡′

5.2 データ処理部

データ処理部の構成は図6の破線内に示されてし､る｡二れ

らのうち,ゼロ調繁回路,濃度伯変挽回路は同時分析項目数

の7回路必要であり,ピ【ク ホールドrロ川各は,糖分析の反んむ

適度初期値記憶のために更に1回路必要である｡その他の回
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i略はすべて時分パリ作用する｡｡

図7のイJ_つの検知器の出力は,2池士主選択匝】路において,

同期凹路からの指令でそのときに必要な2波長のイ言号だけが

選択され,対数J御詠器に人りl吸光度イ言号となる｡これを′受け

る八つのピーク ホールド回路は,それぞれに必要なときに発

せられるストロー7､イ｢言号によI)動作し,それぞれの伯をピー

ク ホールドし,その電圧を記憶する｡これらのホールド電

圧はそれぞれ個別にゼロ調整回路,濃度変換回路を経て項臼

切挽回路で必要な項目のJjlプJ電圧が選ばれ,ディジタル パ

ネル メータを経てプリンタに入り印字出力される｡

以上のデータ処理部全体で製作時の調整個所は1個所だけ

であるr)
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表2 繰返し再現性 標準物質を沫加した尿を,50回繰返L測定Lた結

果を示す｡

多波長光度計 凹面回折格子

反応容器

2
油
収
長
選
択

へ絡同【期間 検知器 /

糖1
た

ん

ば

く

賃

ウ
ロ
ビ
リ
ノ
ー
ゲ
ン

ビ

リ

ル

ビ

ン

ケ

ト

ン

体

潜

血

HP

源光

ンイ【フ応反

図7 シングルライン マルチチャンネル直接測光方式の原理図

糖は反応ライン停止時に反応速度法で,他項目は移動時に次々と測定される｡

l司 分 析法

表1に分析法の概略を示すが､トき粥己は二人の条什に従って行

なった1,

(1)反応時r一号jが1分以内であること〔〕

(2)感度がロ及光性で5×103ぐ巻き吊の8帖l糊l=Jフト)以卜で

あること｡

(3)三三fんミカr±2Dc変化しても許不言竺ミ芹l勺に人る二･と｡

B 総合性能

分析耳i目すべてについて,感性,【白二拙作,抑じ上矧聖,fん孟,佗

言;を壬響､妨害物閂ク)一己キ手管放び用手法との州rl生1などにつき実験を

分析項目
試料)農度 目標再現性 実測再現性

(mg/dり (mg/dり (mg/dり

糖* 100 71淡下 3.6

たんばく質

30 l.51沈下 t,3

500 101よ下 5.5

〉主:*測定範囲0､Ig′/dJでの再現性

行なった結果,ほぼ目標を達することができた｡ここには,

特に柿性が要求される糖,たんばく質につし､て,分析法の評

価でi良も屯要子見される練〕蝮L再.呪惟を表2に,更に,現行の

分析法との州開国を図8,9にホす｡)いずれも 卜分に良い結

果を柑ており.678形は臨床検査で有効に他用できる装置で

ある と丁子える.⊃

な才;,糖化びi肘仙の分析に際Lては,アスコルビン恨など

還ノ亡′卜朋勿閂による妨享子がある程性あり,ことに,潜血の測定

にほ実ド祭の城中にいろいろの‾妨三iテ二物質があって,従来の測定

法によ′ノても,また本業苗によっても真の伯を得てし､るのか

どうか疑わLい検体もあり,一一概に傾劣を断じ得なし､而もあ

る｡硯イ【三,二れらのノ,‡については更に研究.改良を続けている｡

lヨ 結 言

臨峠検瀬のl亡1重り化から取り残された上衣検案の二呪斗犬と間諜ノ∴く

についてイ昨析し,その特韓性に†ナニ改するよう678形尿r′丁動分

析装tEヂ…を開発した｡.678形は,検体尿の入った採尿コップを

iTrこくだけで,糖,たんばく閂,ウロビリノーゲン,どリルビ

ン,ケトン一丸 潤l｢汁ノ之びpHグ)7】召日を70秒間で測定,印′j′:す

る｡Lかも本業言れこは,検体尿をk応寄器内で試薬とk応させ

る柄液比也ノナ式を採朋L､頁三に,2i妓士主ぎ去で測1正するという

矧聖の高い七▲津を採っているため,尿左二Eiわ神子にも過川でき,

繁雑な伶舟紫稚の輯減,閂のド∫]_L二にイi▲効に利用できる｡

なお,イこ紫i琵｢洞先にド祭して,紫衣な肋言をちょうだいLた

‾収与iく大半Lウ主半部教授1東平障十山中 学氏放び分析法開発に

協力をいただいた節-･化半薬ポー株式会社の関係各イ､､ンニに対し深

謝グ)二･ユニを表わす二大節である｡

表l 分･析法 溶液比色,反応時間l分以内.感度十分,温度影響が小さいなどの条件に合致するよう選んだ｡

分 析 項 目 分 析 ン去

尿量

(′`り

試薬墨‥

(mり

)則定)店長…*

(nm)

反応時間

(s)
本分析法を寺采用Lた理由

糖† グルコーズオキシダーゼ;去 60 l,5 505//600 反応時間の制約,妨害の才非除

た ん ば く 質 たんばく誤差)去 90 l.5 660/700 33 ～善 度

ウロビリノーケン エールリッ ヒ･アルデヒド)去 90 0.5十(l.0) 570/600 36

ビ リ ル ビ ン アゾビリルビン法 250 l.0＋0.5十(0.5) 600/700 39

ケ ト ン 体 アルカリニトロプルシッド)去 90 l.5-ト0.5 570/600 42

潜 血 擬パーオキシダーセ■)去 60 l.0＋(卜0) 600/700 45

PH 指示薬法 90 事.5 600/505 48 比色)則定に統一

)主二
事 測定範囲0､Ig/dJの仕様を示す〔0--5g/d/を測定するときは尿量を15/∠Jとする

*一 括弧内の試薬は反応開始30秒後に;泰加する｡

‥書

2波長測光のため,吸収波長/参照波長で記した｡

*‥I反応開始後2l～30秒の9秒間の吸光度差を測定する`)
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7ニ=0.994 (相関係数)

一打=0糾r-0.011(回帰直線)

0.2 0.4 0.6 0.8 1.0

400形(g.･ノdり

図8 678形と400形の相関(糖) 両者ともグルコーズオキシダーゼ法

によっており,678形は反応速度法,400形自動分析装置はエンドポイント法で

ある｡
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クラスタ分析によるセグメント編成

日立製作所 西垣 通･宮本伸也･他l名

情報処理学会誌 け-6(昭5卜6)

従来,各業務ごとに存在した個別牛用7

7イル群を統合して,共通ファイル システ

ムを設計し,これにデータ ベースとしての

機能を持たせることが,娘近に〈行なわれ

ている｡二のとき,個別寺川ファイル群よ

り抽出Lた多柁粕のアイテム群から,いか

にセグメントを編成するかは,デM夕 べー

スの性能を決定する鼓大の問題点の･つて

ある｡

二こで,セグメントとは,記憶媒体の作

質によらず,常に一一つグ)集合単位として蓄

積され,かつ検索きれる論理的な単位を意

味する｡-･般に,セグメントグ)検索に伴う

オーーバヘットを減らすためにほ,-一一つの業

務70ログラムによりll了帖字に参照されるアイ

テムは,極力ーーつのセグメント内に存在す

ることが望まLい｡反面,共通フ7,イルは

複数の業務プログラムで使用されるもので

あるから,参照される多くのアイテムを一

つのセグメントに併合すると,アイテム参

月別二おける九良凌が高くなる｡〕したがって,

セグメントを編成する場でナ,両名の得ソニを

考慮する必要がある｡

筆者J)は,多食呈解析の分野で仁二く用い

られるクラ1タ分析手法を過川Lてアイテ

ムを分放し,傾身さ効率のユ互いセグメントを

編成する手法を開発L/∴クラスタ分析手

法の過柑に際し,アイテムトJ卜の別i離の定

点とLては,それJjが業務7■‾ログラムによ

り†郎寺に参照される矧空の逆数とLた.ノ ま

た,クラスタl臼Jl二の距離の足先とLては,

拉近隣(Nearest Neighbor)を描こ同した｡

軌二,クラスタリングの実行は,Single

Linkage法ノ之び掛削リモートゞ+_こによるもの

とした｡

クラスタリングを実イ‾fした結軋 業稽プ

ログラムにより同時に参照きれる槻僅の多

いアイテム肝は,同一のクラスタに端する

ように分類される｡:したがって,各セグメ

ントを,それぞれ｢i寸一のクラスタに属する

アイテム群から編成すれば,業務プログラ

ムによるセグ■メント検索のオ【バヘット､か

減少すると考えられる｡

34純頓の業務プログラム辟により参照さ

れる､29椎頬,100万作のアイテム群から構

成される共通フ7イル システムに対L,本

手法を実験的に適用した()記憶媒体として,

人容量の磁1ミディスクを仮定し,シミュレ

ー｢ションを実行Lて検索オーーバへ･ソドを比

較した｡

クラスタ分析によるセグメント編成を行

なった共通フ7イル システムの検索効率は,

無作為に編成した場合に比べ35～45%向上

することが明らかになった｡

多くの楊fナ､経験と試行錯誤により行な

われるデー1夕 べースのセグメント編成にお

いて,本手法は有用な手段となり得ると考

えられる｡

今後は,数多くあるクラスタ分析手法の

うちで,アイテム分類のためにどれが拉も

適しているか,検討を行なう必要がある｡
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